
 

２０１７年４月１１日（火）２-３期校友会の定期総会のあと、「いきがい大学」 

卒業後、丸三年が経った節目に、ふるさと伝承科として初めての一泊旅行を 

行いました。（ふる伝の応援旗にある「楽未央(ﾗｸﾐｵｳ)（未だ楽しみつきず）」 

を冠した「楽未央の集い」と命名して開催しました。） 

総会終了後、参加者１２名は勤労会館ロビーで N さんに調達して頂いた 

お弁当で昼食を済ませ、あいにくの雨の中、旅館からの送迎バスで、老神温泉「伍楼閣」へと向かいました。 

 

１３：００出発 

車中では、温泉談義に花が咲きました。 

 

到着後早速温泉に入り、１７：３０より宴会開始 

 

 

 

 

 

 

 

少しお腹も膨らんだところで、のど自慢大会に移る前に旅館の女

将さんが、自ら地元の「吹割の滝」の曲に合わせた踊を舞って頂

きました。 

 



いよいよ自信のある方々で 

カラオケ大会開始。       

皆さん熱唱中・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N－Ｎさんコンビによるオカリナ演奏 

DVDによる伴奏によって迫力がありながらも、 

オカリナの優しい音色に皆、耳を傾けました。 

 

宴会後は部屋で「二次会」を・・・ 

皆さま方の奥様、旦那様との馴れ初め話に 

盛り上がりました。 

 

 



 

「伍楼閣」の云われは？との質問に、

右図の資料を見せて頂きました。 

 

武州入間の金子家範を始祖とし、その

子孫は鎌倉時代に手柄を立てたが、４

代目金子五郎家継の時、北条氏の時代

に現在の地へ移り、営林業、温泉活用

などして皆から慕われたとのこと。こ

の五郎家継から名を取り「伍楼閣」と

したとの事でした。 

 

 

 

１２日出発前のロビーにて 

 

 

  ９：４５出発を待っている皆さん 

 

 



 

前日の雨も上がって観光日和になり、老神温泉の近くに「水芭蕉」が群生している所があると聞き、予定

外の宿から１０分程の湿地公園へ行きました。 

水芭蕉を前に“パシャ・・” 

 

 

 

 

 

 

 

 

「吹割の滝」（ふきわれのたき） 

 

非常に多くの水量にまさに 

「東洋のナイアガラ」と云われる

にふさわしい滝の流れでした。 

 

 

 

 

参加者全員で集合写真 

（その１） 

 

 

 

 

 



 

 

 

参加者全員で集合写真 

（その２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

観瀑台からの滝 

（滝のしぶきで中央左部分に 

うっすらと虹が見えました。 

写真ではうまく撮れていません） 

  このあたり 

 

 

 

約１時間強の滝見物の後、“誉国光”

で有名な土田酒造を見学、各種お酒

の試飲をさせてもらいました。 

 

お土産のお酒や、酒粕など購入した人も。 

 



 

川場の田園プラザにも寄り、散策 

 

前橋の運動公園の桜も、満開で我々を 

迎えてくれました。 

初日は雨でしたが、二日目はお天気にも恵まれ、観瀑、酒蔵、桜見物など堪能できたかと思います。 

皆さま、ご参加ありがとうございました。お疲れさまでした。 

 

 

 

会計報告 

「収入」 会費   \15,000x12=\180,000  Iさん賛助金 \5,000   

別途徴収飲み物代 \12,500           収入合計  \197,500 

「支出」  宿泊費  \12,030x12=\144,360   

バス代+謝礼金 \32,000   宴会時飲み物 \11,980 

    事前購入弁当・飲食代+I さんへ土産  \8,685    支出合計  \197,025 

「残高」                                          残高          \475 

    クラス会費に繰入れさせて頂きます。 

                                    幹事 中山、難波（応援）、加藤 


